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Amir Tsarfati 氏 中東時事アップデート 2018 年 11 月 13 日公開 

………………………………………………………………………………………………………… 

皆さん、シャローム。 ウクライナのキエフは現在午後 8時、 アミール・ツァルファティです。 

ウクライナのキエフより、ガザの危機について 特別中東時事アップデートを行っています。 

まず、お祈りをしてから始めましょう。 インターネット接続があまり良くなくて、 照明も音響も良くないの

で、 どうか皆さん、ご辛抱いただければと思います。 

では、お祈りしましょう。 

 

お父様。感謝します。 

あなたはここ、ウクライナのキエフでも主であられ、全てのことをあなたが支配しておられます。 お

父様。今、どうかあなたが私たちの前を行き、 インターネット接続、照明、サウンドを整えてくださ

い。 

お父様。また、私たちが状況を良く理解できるように助けてください。 そして、知恵をお与えください。 

周辺の出来事を理解し、 あなたの御言葉を理解できるようにしてください。 

私達には全ての事が可能である事を感謝します。 

イエス様の御名によって。アーメン 

 

シャローム！ アミール・ツァルファティです。 

今、ウクライナのキエフよりライブを行っています。 ここでいくつかの事を行ってから、 アムステルダムに

向かい、そこで「Euro spirit」という 大きな預言カンファレンスに参加します。 

 

まず初めに、ドイツ語を話す方々に朗報です。 ドイツ語のユーチューブチャンネルが出来ました。ですので、

スペイン語、日本語、中国語、 それからもちろん英語、 そして今回ドイツ語が加わり、今、フィリピンの方々

のためにタガログ語、 それからインドネシアの方々のためのスラバヤ語、 ポルトガル語のチャンネルを作成

中です。世界は広いですから、世界中に手を伸ばして 主の御名を知らせ、有名にしたいと思っています。 

 

では、早速ガザの危機について始めましょう。 

実際に何が起こったのか、 また、もう起こっていない事を、 皆さんにご理解いただければと思います。 

なぜかと言えば、ほんの数時間前に、 停戦に至りましたから。言っておきますが、停戦は、 イスラエル以上

にハマスが望んでいる事です。 

   

ガザからのロケットでイスラエル南部が多くの被害に 
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その理由を説明しますが、その前に、 皆さんの多くが、イスラエルと私の為に祈ってくださって、 そのこと

に感謝します。 

これもまた奇跡で、 500 発近いロケットがイスラエルに落下しましたが、そのロケットで命を落としたのは、

一人だけで、 それもアシュケロンで働いていたパレスチナ人でした。 

ロケットで犠牲になったのは、彼一人です。 

これが始まる前夜、イスラエルの特殊部隊のチームが、パレスチナ人の格好をして、何人かはパレスチナ人女

性の格好をして バンの後部座席に乗り、 何人かは男性の格好で、前の座席に乗っていました。 

彼らは、ガザ地域の中心で機密任務についていて、 ガザ通りへ３キロ、街のど真ん中で、 特殊偵察任務を行

っていました。詳細は言えませんが。  

私たちがこれを行うのは初めてかどうかも、 私には言えません。 

ただ私に言えるのは、パレスチナ人達は、 イスラエルの特殊部隊がアラブ人のような格好をして、 自分たち

の街の中心にいたことに ショックを受けました。 

そして、何が起こったかというと、基本的には パレスチナのハマスのテロリストが、 車を止め、交戦を始め

たのです。 

イスラエルの部隊は、退却し始めました。 交戦で７人のパレスチナ人が死に、 その中には旅団の司令官が一

人含まれていました。 

我々は撤退し、さらなる交戦で、イスラエルの司令官、彼は中佐でしたが、残念ながら命を落としました。 

致命的な傷を負い、 彼を病院へ飛行機で搬送したのですが、 彼は、そこで亡くなりました。 

ですから、イスラエルの死者は彼一人です。 

もちろん先ほども言いましたが、 パレスチナ人も、パレスチナのロケットによって 一人死亡しています。 

 

次に、数日前にさかのぼって、実際に起こった事を、 皆さんがはっきりとご理解できるようにご説明します。 

たくさんの人からメールがきて、 「アミールさん、なぜイスラエルは 1500 万ドルも、 ガザにいるパレスチ

ナのハマスに払ったんだ？」 と聞かれましたから。 

さて、これは、実にシンプルなことで、 イスラエルは、誰にも何も支払っていません。 

カタールは、ペルシャ湾にある 非常に裕福なサルタンの支配国で、あの地域に平穏をもたらし、 パレスチナ

との間の緊張を緩めるのが アラブ界にとって最善であるとカタールは決断し、そして彼らは、ラマッラーに

いる マフムード・アッバースが、ガザの労働者達に 給料を払っていないことに気づいたのです。 

彼らは、ガザ通りに入る燃料がないことに気づき、 発電所に行くガソリンがないことに気づいたのです。 

だから彼らには、毎日 1日に 3時間しか電気がありません。 

そこで、カタールは発電所にガソリンと、 パレスチナ人労働者に払うための現金を 寄付する事に決めました。 

すると今度は、イスラエルがジレンマに陥ります。 もし、我々が、パレスチナ人達がカタールの現金を受け

取ることを認めると、その現金は、いつものように、 ハマスによってテロ行為に使われます。 

かたや、カタールは、彼らが監視して、そのお金は 実際の労働者の所に行くようにすると、 イスラエルに保

証しました。 

そしてどうなったかというと、 その合意が成立し、1500 万ドルがイスラエルの監視のもと、 ５つのスーツ

ケースに入れられ、 ガザ通りに届けられたのです。 

そして彼らは、パレスチナが、お金の為に、 もうイスラエルに対して暴動を起こさないことで同意した と、



中東時事アップデート BeholdIsrael.org 3 

インターネット上で見せました。 

皆さん、理解しておいてください。 

ハマスが予期していなかったのは、 これらカタールのスーツケースは、 撮影され、彼の正当な戦いと格闘が、 

たった 1500 万ドルで止めるような、まるで娼婦にお金を与えるように、 安っぽい、哀れな形で示されたので

す。よく考えてみてください。ハマスの聖職者達が、 新札のドルを受け取っている写真や動画なんて、 もの

すごい恥ですよ。そして、ラッマラー一帯及び、西岸地区の パレスチナ当局は、ハマスの事を、 ほんの数ド

ルでパレスチナ問題を売ったと言って、 ものすごくバカにしました。 

さらに彼らは、ハマスを裏切り者、 反逆者とまで言いました。 

これは、ハマスの信条に反する、 国家的屈辱です。 

ところで、彼らがお金を受け取った様子が写っている 動画のリンクを貼っておきます。 

それからもう一つ、その下に、 ガザのカタールの代理人 Mohamed el Ahmadi が、 ハマスの指導者の一人に「こ

れで、静かにするんだ。」と耳打ちしている動画もリンクを貼っておきます。 

そして、非常に従順な兵士が「Yella」「オッケー」 と言っているのです。 

気がつけばハマスは基本的に、カタールの操り人形、 外国の利益に従う者、現金が入ったスーツケースで、 パ

レスチナ問題を売る人間になっていたのです。 

これが、全てが始まる前に起こった事です。 

ですから皆さん、二つの動画のリンクを貼りますが、 一つは、彼らがお金を受け取る様子、 もう一つは、カ

タールが、パレスチナの指導者に耳打ちする様子で、びっくりです。 

これで皆さん、ご理解いただけるでしょう。 ハマスは、何らかの闘争を始める必要があったのです。 

何らかの攻撃、何らかの襲撃を イスラエルに対して行い、 自分たちのメンツを守る必要がありました。 

それが起こったのです。 

彼らにとって、イスラエルの偵察任務が、 厄介なことになったのは好都合でした。 

これで、旅団の司令官の死と、自分たちの戦士の責任をイスラエルに課す事が出来る！ 

そうして、自分達は窮地を免れ、 我々は数個のスーツケースに入った現金で 自分達を売っていないと世界に

示す事ができる！ 

基本的には、そういう事です。 

 

皆さん、彼らがこれらを始めた理由は、それだけです。 ところで、彼らは合理的に考えませんでした。 

なぜかといえば、彼らがしたのは、 500 発近くのロケット発射で、ガザ地区にある 250 以上の財産を失った

のですから。 

その中には、あちらにあった彼らのテレビ局や、 彼らの諜報機関本部も含まれます。 

全て彼らは失いました。 イスラエルがあちらで大量に破壊しました。 

皆さん、理解しておいてください。 

彼らは、「わぉ。これは大変だ。」 「これは、俺達の予想以上だ。」と気づき、 そこで世に信号を送ったので

す。 

ところで、世は、何も関心を示しませんでした。 彼らは、それに対してアラブ人達が何もしなかったのを見

てショックを受け、西欧社会が、イスラエルに止めるよう 圧力をかけなかったのを見てショックを受け、パ

レスチナ問題がもはや、というか、 ハマスの狂気が、もはや何の意味も持たないのを見たのです。 
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皆さん、今は停戦で普段通りに戻りました。 全て大丈夫です。 

平和のために土地を譲るというのは、 最大の間違いであった事を、 また一つ、パレスチナが全世界に証明し

たのです。 

彼らがすること、彼らが今の今まで行なって来たのは、 その土地を使って、イスラエルを攻撃するだけ。 

イスラエルは、史上最大の経済発展を享受しています。 我々のところを訪れる旅行者は、年間 4 百万人を超

え、 これは新記録です。失業率は最低、GDP(国民一人当たりの総生産)は最高、 イスラエルの状況は最高で、 

我々は、これが止まることは望んでいません。 

パレスチナは、止めたいと願っていますが、 彼らには止めることは出来ませんでした。 

以上があちらで起こったことです。 

 

私は、初日から皆さんにずっと言い続けていますが、 ハマスとパレスチナは、我々の問題ではないのです。 彼

らは、我々の存続に関わる問題ではありません。 

これら全てが起こっている間、イスラエル軍は、 実際にはその目を北の前線に向けていました。我々は、一

つのことを理解しています。 ガザで起こっていることは、 ダマスカスとテヘランからの、直接の命令です。 

そして、ダマスカスとテヘランが、イスラエム聖戦主義者に何かを起こすよう命令している事も 理解してい

ます。それは、我々があちらで忙しくする事を、 彼らが望んでいるからです。 そうして、彼らが北部前線で

行なっていることに目を向けさせないようにしたいのです。それだけです。 

まさにこの為に、イスラエルは、 ガザで軍事的対立には興味がないだけでなく、 あちらで起こっていること

に目を向けているのです。ガザに関しては、これで十分です。これだけですから。 

 

ところで、ガザ及び、ガザとユダヤ人との繋がりに 関心を持っている人のために、 リンクを貼っておきます。 

すでに、我々のフェイスブックページに載っていますが、イスラエルとガザ、ガザとユダヤ人の繋がりは、 

信じ難いかも知れませんが、 これらはユダの部族に与えられた領土です。 

考古学者達は、数々のシナゴグや、 ユダヤ人と、ものすごい関わりのある数々の場所を発見しました。 

パレスチナ人は、この 100年ほどの間に あちらに来たのです。 

あの地域の住民は、ほとんどが 1948 年に、イスラエルを破滅させるため、アラブ人達がパレスチナに言った

事で増えたのです。 「西岸を出てガザに行ってそこに居座れ。 我々がイスラエルを破滅させるから、 その

時、お前達は戻れば良い。」 

そんな事は、何も起こりませんでした。 

パレスチナ人達は、ガザで身動きが取れなくなり、 今、難民収容所は過密状態。 

彼らは、そうしてガザに居るのです。 ガザが彼らの土地だったわけではありません。 彼らの土地であった事

など、一度もありません。聖書には、そこはカナン人の国の一部だった と書いてあります。 アラブ人ではあ

りません。そして、ダビデの時代にユダ部族がそこを取り、 我々があの場所を支配したのです。この場所は

イスラエルにとって 大きな意味を持っています。しかし、我々は、もはやガザ地区には居ません。 その理由

は、我々は、パレスチナの嘘と平和に関する 彼ら嘘に陥る事に決めたためです。両方ともが大ウソです。 パ

レスチナ人なんてものはありません。 「平和の君」なしには平和などありません。 

とても簡単な事です。 ただ、皆さん、これを見てください。 

これらの事が起こっている最中、 ロシアの外務大臣から、我々が受け取ったのは、 非常に興味深いツイート
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で、それは後に、ロシアの外務大臣のウェブサイトで 公開されました。 

ロシアは、この状況を見て、 「イスラエルが闘争の原因であるとみなしている。」 

皆さん、この 24 時間前に、マクロン大統領が、 第一次世界大戦の 100 周年記念晩餐会に 世界の指導者達を

招待していて、プーチン大統領と、ネタニヤフ首相は、 数分の間、一対一で話をする事が出来ました。 

私が思うに、ネタニヤフ首相はその会談で、 一つのことを理解したでしょう。 

「もし私が、一度でもプーチンを友人だと思っていたなら、 

もし私が、一度でもプーチンが我々の味方だと考えていたなら、 

もし私が、一度でもプーチンが 私を助けに来てくれると考えたとすれば、 

もしくは少なくとも、我々の安全の必要性に、 何らかの同情や理解を示してくれると 考えていたとすれば、

もはや、それは無い。」 

皆さん、指を出して、 インターネットで、石油価格を調べてみてください。 

現在、１バレル 55ドルほどで、暴落しています。 

皆さん、この為にロシアは略奪品を探しているのです。 この為にロシアは機嫌が悪いのです。 この為にイラ

ンは機嫌が悪いのです。 

状況をエスカレートさせるのは、 他の何でもなく、パレスチナでもなく、 石油価格です。 

トランプ大統領の１つの宣言が、石油価格を下落させ、 サウジアラビアとロシアの企業連合は 石油生産を減

らし、実際、それによってアメリカの生産は 1日 1100万ドルを上回りました。 

この為、現在はアメリカが最大の石油輸出国です。 

ロシアとイランが敗北している間に、 アメリカが利益を得ているのを目にしていて、 その為に、現在、この

全てが起こっているのです。 

皆さん、全ては石油、全ては略奪品です。 

覚えていてください。 全ては石油と略奪品が目的であって、 ガザではありません。 パレスチナでもありま

せん。彼らが国家を得ることは、絶対にありません。 彼らはすでにそれを理解しています。 

仮に、我々を方程式から取り除いたとしても、 パレスチナ人は互いの根性を憎み合っていて、ガザでハマス

が戦っているのは、 マフムード・アッバース、 西岸のパレスチナ解放機構と、ガザのハマスは 互いに憎み

合っていて、こいつは、こちらに給料も支払わず、 あいつは、あの電気代も払わない。 

だから、パレスチナ人が何をするかといえば、 彼らは、イスラエルに向けてロケットを発射、 そうすれば、

彼らの問題が、交渉の場に持ち込まれ、 そうすれば、誰かが彼らを助けますから。 

そしてカタールが請求書を取ったのです。 これが現在起こっている事です。 

問題はガザでもなければ、パレスチナでもありません。 他の何でもなく、問題は石油価格の暴落で、 問題は、

敗北しているロシアです。仮に我々が、ロシアが中立であるとか、 我々の味方だと考えたなら、 …私は考え

ていませんでしたが、もし、首相がそう思っていたなら、 我々は、我々がここで孤立していることを、 よう

やく理解したでしょう。我々は、我々の予想していたこととは違うことを、 ようやく理解したでしょう。 

そしてもし、イスラエルが動かなければならない時、 我々は、もはやロシアが目を瞑ってくれるとは 期待出

来ないことを、ようやく理解したでしょう。 

ですから皆さん、 確かに預言は私たちの目の前で起こっています。 

ロシアは激怒しています。 イランは激怒しています。 

ビン・サルマーンを倒そうとしたトルコは、 超激怒しています。 
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何も上手くいかず、 彼は未だに権力を持っていますから。 

カショギだったか何だったか、ジャーナリストは死に、 彼の遺体を、見つけられないのです。 そして、もう

誰も彼について話さない。これはもう、交渉のテーブルから外されました。 

だからトルコは、機嫌が悪く、 ロシアとイランも機嫌が悪く、 アメリカは現在、お金を儲けています。 

イスラエルは、あっちの不満とこっちの不満の間で、とばっちりを受けています。 

 

面白いことに、彼らは、我々の経済が、この 48 時間の交戦の影響を受けていないことを確認しました。 

つまり、私が言いたいのは、非常に明確です。 

あちら側から戦争が起こるとか、メディアの言うことを信じるのを止めなさい。 

こういったことで、発狂するのを止めなさい。 

二つのことを覚えていてください。 

神が、御座に着いておられます。 そして、主が「起こる」と言われた事は、 全て起こります。 

問題は、「もしも」ではなく、「いつ」です。 そして一つ覚えていてください。 

役者はすでに舞台にのぼっています。 彼らはすでに、その劇のセリフを歌っています。 

彼らはすでに、エゼキエルが書いた通りの役を担っています。全てが整い、全て用意が出来ています。 

私は超ワクワクしています。 なぜかといえば、これだけの人がいる中で、 我々が唯一、希望を持っているの

です。 

パウロは、テサロニケの人たちに言いましたね？ 望みのない人のようになるな、と。 

我々の希望は、この世のものではありません。 我々の希望は、この世の人にはありません。 我々の希望は、

別の場所にあります。私たちの間で、誰かが死んだとしても。  

聖書には、第一テサロニケ 4章にこうあります。 

 

眠った人々のことについては、兄弟たち、 あなたがたに知らないでいてもらいたくありません。 

あなたがたが他の望みのない人々のように 悲しみに沈むことのないためです。 （第一テサロニケ 4:13） 

私たちは、イエスが死んで 復活されたことを信じています。 

それならば、神はまたそのように、 イエスにあって眠った人々を イエスといっしょに連れて来られるはずで

す。 (第一テサロニケ 4:14) 

 

彼は、こう言っているのです。 「私たちは、一つのことを信じるのなら、 他の全部を信じなければならない。」 

「途中で止めてしまって、気落ちしてはいけない。」と。 

皆さん、理解しなければなりません。 

皆さんが、教会の信条の一部を宣言した瞬間に、 私たちは、主のよみがえりを信じ、そして主が来られ、眠

った者と、まだ生きている者を連れて行ってくださることを信じるのです。 

私たちは、半分だけを信じる事は出来ません。 彼が言った通りでなければ、彼のよみがえりに何の意味があ

るのですか？ 

もしなかったら、あなたがたに言っておいたでしょう。あなたがたのために、わたしは場所を備えに行くので

す。 （ヨハネ 14:2） 

イエスの約束は、毎日、毎時、成就されつつあります。 
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そして今は、最後の時間です。 私の著書「The Last Hour」に書きましたが、 今は、信者にとって最高の時

です。 

今が最高なのは、世はかつて、 我々が現在目にしているほどの預言が成就されつつあるのを、見た事があり

ませんから。 

イスラエルが、他の周辺諸国と、 これほど見事に対照的になったのを、世は見た事がありません。 

現在のように、クリスチャンが希望の中にいるのを、未だかつて、世は見た事がありません。 

今こそ我々が輝く時です。 今こそ、我々の時です。 

ガザで起こった事全てで、 私は平安を失った事は一度もありません。 

一つに、それは無意味であることを、私は知っていますから。もう一つに、神が御座に着いておられることを、 

私は理解していますから。神が御座に着いておられます。 

皆さんに、思い出して欲しいのですが、 私が前回皆さんにお読みしようと思って出来なかったのは、エレミ

ヤ書 17章で、 

次のように書かれています。 

 

主に信頼し、主を頼みとする者に祝福があるように。 （エレミヤ 17:7） 

 

ですから、私たちは、希望の人でなければなりません。 それから彼は、こう言っています。 

 

その人は、水のほとりに植わった木のように、 流れのほとりに根を伸ばし、暑さが来ても暑さを知らず、葉

は茂って、 日照りの年にも心配なく、いつまでも実をみのらせる。 (エレミヤ 17:8) 

 

皆さん、我々は恐れたり、不安になるべきではありません。 ピリピ 4章にある通り、 

何も思い煩わないで、あらゆるばあいに、 感謝をもってささげる祈りと願いによって、 あなたがたの願い事

を神に知っていただきなさい。 (ピリピ 4:6) 

彼は、常に必ず成し遂げてくださいます。 

という事で、皆さん、ご理解いただけたことを願います。 

ガザのフェイク危機は、 全て石油価格の暴落が原因です。 

皆さん、あの地域での本当の緊張は、 我々がすでに知っている通り、 パレスチナ人達が、彼ら自身の葛藤を

抱えているのです。 

カタールは、1500万ドルを寄付することを望みました。 

ハマスは、彼らの問題、彼らの格闘を 1500万ドルで売ったところを、ほぼ見られ、彼らはその人気を奪回し、

彼らのとんでもないイメージを回復したかったのです。 

そして彼らは、ガザでのイスラエルの活動を利用して、前代未聞の数のロケットを発射、48 時間以内という

短時間に 500発近くのロケットです。 

これが、我々が、パレスチナに対して、 これ以上１平方インチたりとも手放さない、最大の究極の証拠です。 

彼らが気にかけているのは、 彼ら自身の良い生活でなく、我々の破滅だからです。 

私が思うに、トランプ大統領は、 ネタニヤフ首相が、ヨーロッパでのあのフェイクを去って、ハマス側から

ロケットが放たれている、新たな危機に対処するために帰国する様子を見て、ハマスのために土地を手放した
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ところで、 一切何の解決にもならないことに、気づいたでしょう。 

皆さんが理解されたことを願います。 

ロケット攻撃に関して、 あちらでの暴力交戦に限っては、 ガザの危機は終わりました。 

イスラエル人は、不満ですよ。 皆さんに正直に言えば、私も不満です。 

私が思うに、ガザを占拠するか、彼らと協力するか、 それ以外にも選択肢はあります。 

数年間の平穏を得るためには、 大きな痛手となる攻撃を、彼らに一度行う必要があると私は思っています。 

もし我々が、それを躊躇するなら、さらに悪化すると思います。 

だから現在、イスラエル人達は、通りに出て政府に対してデモを行っています。 

事実、私の予想では、ベニヤミン・ネタニヤフは、 今年 3 月以降のガザの状況への対応が原因で、首相の座

を失うと思っています。私が思うに、かつて彼のことを 「ミスター・安全」「ミスター・国防」 「ミスター・

強靭な男」と見ていたイスラエル人達は、現在のイスラエル首相と、現在のイスラエル政府に、ものすごく失

望しているでしょう。 

私が思うに、最もリベラルな人達でさえ、理解しています。 

ハマスは、これが強さ、権力の表れであるということを理解していると思います。 

我々は、彼らを全滅させて、ガザ地区を 政府不在で放置したいのではありません。 

ただ、ガザのパレスチナ指導者達の家が、 まだ建ったままでいるなど、 有り得ないことだと私は思います。 

イスラエル人の町が攻撃されているなら、彼らは、自分の家で眠ってはいけない。 

私が思うに、グローブは脱がせなければなりません。 私が思うに、我々は彼らに大打撃を加えるべきだと思

います。 

おそらく 72時間、あるいは、まる１週間ノンストップで、 我々がハマスの生活基盤の全てを攻撃する。 

そうすれば、近い将来、 すこしは平穏が訪れるかも知れません。 

ただ、私に言えるのは、 我々がパレスチナと平和を得るなんて、幻想の中に私は生きていません。 

パレスチナは、すでに理解していると思います。 

彼らの中の若者達の多くが、 外に移住しようとしています。 

彼らはすでに理解しています。 現在、イスラエルがもはや問題ではなく、 問題は、自分達の指導者達だ、と。 

彼らが行っているのは全て、 我々の世話をする代わりに、自分達の世話だけだ。 

という事で、現在私たちは、 それが起こっているのを目にしていて、 彼らが気づいているのを見ています。 

皆さん、パレスチナ難民の嘘、 誰が一番初めにここに居たのかの嘘、 そしてエルサレムが首都である事に関

する嘘、これら全ては、もはや交渉のテーブルには有りません。 トランプ大統領が、巧みにそれらを取り除

きました。ですから、近い将来何が起こるのか、 見ていましょう。 

私は心配していません。 全ての信者にとって、生きるには、イエスの時代以来、 今が最高の時代だと私は思

っています。私は恐れていないだけでなく、 ワクワクしています。 

という事で皆さん、 ガザの危機に関しての短いアップデートでした。 

これで皆さんも、理解されたでしょう。 あれは全て、栄誉を失ったハマスの 「フェイク・ショー」紛争を止

めるという約束で、 カタールからお金がもたらされた時に、彼らが晒した、 とんでもないイメージを回復さ

せるためです。それが全てです。 

1500万ドルはイスラエルのものではなく、 カタールからです。 

我々はただ、痛みを和らげるために、それを許可しただけです。 あちらの労働者に給料を支払い、彼らの発
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電所が、もう少し稼働するように。 

そして彼らに、毎日 3 時間以上 電気が供給されるように。 

我々は彼らを助けようとしましたが、 彼らを巧みに痛めつけているのは、彼ら自身です。 

元イスラエルの女首相のゴルダ・メイアが かつて言いました。 

「パレスチナ人達が、ユダヤ人を憎む以上に 彼らの子供達を愛するようにならなければ、 中東に平和はない。」 

私は、これは真実だと思います。 

彼らがイスラエルの破滅に全てを捧げ、 彼ら自身の民、彼ら自身の利益が見えなくなっています。 

 

以前、ある人が、「ガザはシンガポールにもなれたのに。」 と言っていましたが、 

ガザの住民が、シンガポール人なら、 ガザもシンガポールになれたでしょう。 

しかし彼らはそうでなく、イスラエルに激しく執着している パレスチナのアラブ人です。 

ガザは、決してシンガポールには成り得ません。 

ガザは、香港になることも出来ません。 彼らは中国人ではありませんから。 

あちらにいるのは、ただ我々の存在と、 我々のしている事に囚われた人間です。 今、彼らは、我々の所有し

ているものに執着しています。 

彼らは、定期的に我々を痛め付けようとしますが、 彼らは失敗します。 

我々の経済は発展していて、 彼らはまたしても瓦礫を拾い、最近の戦いで破壊された建物を、再建しなけれ

ばなりません。 

それが全てです。 

皆さん、ご視聴頂きありがとうございます。 皆さんにもう一度お伝えしておきます。 

我々のドイツ語のユーチューブチャンネルが出来ました。 

それから、フィリピンの言語タガログ語と、 インドネシアの言語も、今作成中です。 世界に届けたいですか

ら、 ポルトガル語も作成しています。 

神は良いお方です。 

ありがとうございます。God bless you! では、お祈りで終わりたいと思います。 

 

24 主があなたを祝福し、あなたを守られ

ますように。 

25 主が御顔をあなたに照らし、あなたを

恵まれますように。 

26 主が御顔をあなたに向け、あなたに平

安を与えられますように。 

（民数記 6:24～26） 
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私たちは偽の平安は要りません。 私たちは主の平安が欲しいのです。 主の平安は、私たちのあらゆる理解を

超える平安、 唯一、平和の君、平和の主だけが与えられる平安です。 

その平安が、今もとこしえに、 ここでも、どこででも与えられますように。 

イエス様、彼こそが私たちの平安であり、 私たちの完璧な平和、完全なる神の小羊です。 

お父様、感謝します。 イエスの御名によって。 アーメン。 

ありがとうございます。 ウクライナのキエフより、シャローム！God bless you! 

多分、次回はイスラエルからお届けすると思います。 もしくは、アムステルダムより行います。 

シャローム God bless you! 

カタールのお金に関するリンクは、このあとご覧いただけます。 God bless you! 

 

メッセージ by Amir Tsarfati/Behold Israel ：http://beholdisrael.org/ 
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